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､

滑
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が
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を

通
じ
て

､

そ

の

財
を
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す
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を
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､
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を
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す
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す
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昇 一 表 全世帯平均 1 カ 月問 の 滑費支出金額お よ び滑安着物償指数

チt

( い ずれ も全 都市)
ノ
…適

･!′ 1 カ 月 間 の 全 世 帯平均 支 出金 額 治安着 物債指数(1)･
.一義

基 準 時 鮎 比 較時鮎 此 較 時 鮎
1--･還

昭 和2 6 年 平 均 昭 和3 0年 昭和3 0 年
‾

濾

世 帯 数 3 8 16 12 9 8 ( 基準昭和2 6 年1 カ 年
= 1 00 )

橋 ■
一
三

′
二
･
:･ゝ

プ'三

世 帯人 員数 4
.
8 0 ▲4 .8 0

静 こ･
二

､箋･

有業人 員数 1
.
4 1 1 ･5 6

叢
意義

:

∠
ト ラ

､
賓 数 此 率(2) 賓数 雪 子

-ざ
ミ;遷.′

`

滑

芸芸芸
総額 1

;………
囲 1

冒2二;
%

;;三;;
凰

慧料芸;王;:; 蓋
■∴

:

三雲､寸

主 食 2 9 0 9 2 0 ･2 4 0 8 9 主 食 1 2 8 ･0

易 ′_
7二､習

:

翻蓋蓋給 _弓……
1

…‡…
` '

…………
壷 ､

二

■

1讃妻
イ セ'.

非 主 食 4 9 1 3 3 4 .2 7 3 59 非主 食 1 0 7 .5 -
～

f･

被服 費 1 9 5 4 1 3 ･6 2 8 2 1 ` 被服費 82 ･8
斤.

芸雷芸 ……三 三:… ;…三;
■

芸票芸:三…:; ･
･真義

雑 費 ･ 3 2 0 8 2 2 .3 6 6 2 6 1 雑 費 1 39 .9
･‾選一

や

… 滑 費 支 出 以 外 の 支 出 鯛 2 1 5 3 49 7 4
二
三三J慧

租税 1 0 6 3 1 5 6 2
■二′ちて

貯蓄 お よ び 投資 7 3 1 (4 ) 2 7 朗･(5 ) h ･ 表

借金 返 済 そ の 他 3 5 9 (4 ) 6 2 8 (5)

(詮) (1) 算式 ,
ラ ス パ イ レ ス 式 ｡ 債務 ･

ウ ニ
ー I 共 lこ昭和 2 6 年 1 カ 年基準 ｡

(2) こ の 比 率 ガ; 消費者物贋指数の ク ェ
ー †と な る ｡ ■

ぎ
寛一

(3) 弟六 表の 昭和 26 年お よび 昭和 3 0 年の 槻の各 支出金額の 1ノ1 2 と して計算 ｡

(4 ) 豪計簿の 借 方に は
,

こ れ に封應す るもの と して , 賃収 入以外 の収入項目 の うち ｢ 貯金引田+

と ｢ 借入金 ･ 掛買その 他+ ガこある こ と に 荘意 ｡ 全世帯に つ い て は ,
こ の 数字ガ; 得 ら れ な い ホ ,

差引計算すれ ば , 両者 とも勤螢者世帯 に お け る と同 じく † イ ナ ス に な るもの と思 わ れ る
｡ 昭和 - ヒ̀

2 6 年 1 カ 年に お け る勤労者世帯 の主都市卒 卸 ま. 前者ほ
■

7 8 圃Ⅰの 引出超 温 後 卦 ま 2 2 2 囲の

.
:
ぐ
巧

借入超過 に な っ て い る
｡ 喜

ノ

召
(5) 勤尊者世帯 の 全都市守均iこ よ れ ば , 預金預入超過7 5 4 囲 ,

｢ 掛買研お よ び借金藩済な ど+ 超過､ )苺ヒ

1 2 0 8 囲 と昭和 3 0 年に は い ずれ も差引 ブ ラ ス ーこ攣 っ て い る
｡

た ゞ , 後者書こ つ い てほ , 上鴇表 の

｢ 借金返済 そ の 他+ の 貸方朝方; 6 2 8 凰 で ある の に
, 差引貸方餞 1 2 0 8 囲 とな る の は不合理で あ ､l 壁･

…誓
･

とチ碧空芸雷芸言こ三選ぎ認 諾琵蒜二詣芸芸苧慧芸嘗芸蒜毛謂芸遠雷 ､;
-

凛,

■】菟わ れ た た 軌 従爽の 品目分瓶消費支出金額の 表 の 参考用 に 記鎖 され た上揺 表の ｢借金返済そ
の 他+ iこ は ｢ 掛買梯+ ガl含 まれ な い の に勤 して . 勤努者世帯の 差引 1 2 0 8 囲の 黒字 の 中に iま掛

､ 慧認諾慧笥芸笥諾㌫蒜 蒜誤読芸;
る と恩 帥 る

｡ ( 本誌及 和 註 ′-く弓運･
賛科 : 櫨理府統 計局 . 歳計調査年報 , 昭和 8 0 年 毒ノ

p . 8 S . 第 1 1 表 . 品目分 敷 こ よ る全世帯年平均1 カ 月周 の 油賀支出金窃 ( 全都市) Y i

p .
1 9 2. 参考 表8 表 . 滑貿着物固持敏 一 中分類別 (全都市)
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弟 二 義 昭和 3 1 年各月 の 全 開 平均 1 カ月 問 岬 費支出金額

藁チ
:

(全 都市)
蓋

㌢

昭 和 3 1 年
･

モ
い月 2 月 3 月 4 月 ･ 5 月 6 月

､
至
三
三
.
■三貴 せ 背 教

･墓
二

億 世 帯 人 員 数

1 27 2 1 2 7 2 1 2 7 2 1 2 7 2 1 2 7 2 1 2 7 2 ` キ
メ

4 ･7 2 4 ･6 5 4
･6 6 4 .6 2 4 .5 6 4 .5 6

堅.′子濱
鯛 有美 人 員数 1 ･5 7 1 ･5 4 1

･5 8 1 .5 4 1 .5 7 1 .4 9

豪三‡書芸芸芸
出 舶 2 1 91 9 鳳 2 1 5 5 5 2 3 6 9 1 2 3 7 6 6 2 2 8 7 1 2 3 16 9

9 9 0 1 1 0 2 2 2 1 1 0 1 7 1 0 9 2 5 1 0 9 9 4 1 鵬 3 8

‾任 そ の う ち穀類
稗 ■

-.‥.. _

3 0 7 8 3 5 6 8 3 8 3 8 3 8 0 7 3 8 0 8 3 6 7 5

穀類 の う ち米顛 2 4 6 2 2 8 1 6 ･ 2 9 8 5 3 05 5 3 0 7 7 2 96 8

配 給(重芸蓋蓋
1 3 8 4 凰 ` 1 6 7 7 1 7 8 7 1 8 5 2 1 9 4 7 1 8 46

1 8
･3 0 k g 2 2 .0 8 2 3 .5 7 2 4 .1 0 25 .2 2 2 4 .0 0

75
･
63 凰 7 5 ･9 5 7 5 .81 7 6 .8 4 7 7 .2 0 7 6 .9 1

非配給(至芸蓋蓋
1 07 8 鳳 1 1 3 9

. 1 1 9 9 1 2 0 3 1 1 3 0 1 1 2 2

1 3 ･0 8 k g 1 3 .5 2 1 4 .3 1 1 4 .2 3 1 3
.4 4 1 3 .1 8

8 2 ･4 1 囲 8 4 ･2 4 8 3
･
7 8 弘 5 3 8 4 .0 7 85 .12

塁萱書聖室賀
支

い4 43 1 2 3 6 1 3 4 2 - 1 2 4 8 1 1 23 2 3 2 1

昭 和 3 1 年 7 月 8 月 9 月 1 0 月 1 1 月 1 2 月

せ 常 数 1 2 7 2 1 27 2 1 2 7 2 1 2 7 2 1 2 7 2 1 2 7 2

世 帯 人 員 数 4 ･6 1
-

4 .5 6 4 .5 4 4
.5 9 4 .6 3 4 .5 7

二/

世 帯有美 人 員数 1 ･5 4 1 .5 6 1 .5 4 1 .5 3 1 .5 5 1 .5 8

滑 費支 出親衛 2 45 9 8 2 3 2 0 2 2 2 1 3 6 2 37 2 3 2 3 7 9 3 ユ6 57 2 】

飲食費 1 1 2 6 8 1 13 2 4
.
1 0 8 6 9 1 13 1 6 1 0 9 4 1 15 73 1

そ の う ち穀類 3 7 3 7 3 6 1 0 3 5 4 6 3 6 7 9 3 6 7 6 5 1 8 5 ･ ,

穀類 の う ち米類 2 99 3 2 95 3 2 9 05 3 0 5 7 3 06 8 4 3 2 0

配 給(重芸蓋慧
1 98 6 1 8 9 3 1 82 8 1 8 8 9 1 7 9 0 2 2 8 9 ,

2 5 ･8 2 2 4 ･4 8 23 .5 3 2 3 .6 4 2 2
.
2 1 2 8 .0 8.

7 6 ･9 1 7 7 ･3 2 7 7 .6 8 7 9 .9 0 8 0 .5 9 8 1 .5 1

二当芸蓋蓋･

1 0 0 7 1 06 0‾ 1 0 7 7 1 16 8 1 2 7 8 2 0 3 1

1 1 ･
8 1 1 2 .4(i 1 2 .8 0 13 .9 0 1 5 .

3 4 2 4 .2 0

8 5 ･
2 6 8 5 ･0 7 8 4 .1 4 8 4 .0 2 8 3 .3 1 8 3 .9 2

滑 費支 出以 外 の 支
出 の う ち租税

賓料 : 絶哩府統 計局 豪

1 7 43 1 3 2 5 1 2 05 1 2 5 7 1 2 11 3 6 1 4

計調査報告 , 昭和 3 1 年各月分
品目分 敷 こ よ る結果表 ･ 第 1 衰品目分類に よ る都市別全世帯平均1 カ 月間 の 沿乱交出金餅( 全都市)･-
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一

.

櫛
一
浪

三

十

八

巻

第
三

我

記
競
を

次
の

よ

う
に

決
め

る
｡

貨
幣
所
得

e

自
由
市
場
債
椿
(

高
債
椿
)

p

自
由
市
場
で

の

購
入

量
(

自
由
購
入

量
)

∬

配
給
償
椿
(

低
償
格
)

甘

配
給
量
(

制
約
購
入

量
)

y

滑
費
者
が

几

種
類
の

財
を

購
入

す
る

と

き
､

.
例
え

ば

琴
各

巻
目

の

財
の

自
由
市
場
償
椿
は

､

邦
(

`

=

1
･

2
･

…
…
･

几

)

と

す
る

方
が

正

確
で

あ

る

が
､

記

兢
が

複

雑
に

な
る

の

で
､

特
に

必

要
の

な
い

か

ぎ

り

添

軍
令

は

略
す
る

｡

線
和
記
鎗

耳
は

､

滑
費
者
の

購

入

す
る

絶
べ

て

の

財
に

及
ぶ

も
の

と

す
る

｡

配
給
の

行
わ

れ

て

い

な
い

財
に

つ

い

て

は
､

y

を

零
と
お

く
｡

前
提
か

ら
､

p

は

常
に

官
よ

り

も

大
き
い

｡

基
準
時
鮎
か

ら

此

較
時
鮎
へ

の
､

各

欒
数
の

欒
化

量
は

､

』

記

兢
を
つ

け
て

示

す
｡

固

形
を

用
い

る

と

き

は
､

滑
費
者
の

購
入

す
る

財
は
二

種
類
で

､

且
つ

､

第
一

の

財
に

つ

い

て

だ

け

配
給
が

行
わ
れ

て

い

る

と

仮
定
す
る

｡

し
か

し
､

固

形
は

数
式
的
説
明

を

助

け
る

た

め

の
一

つ

の

例
示
で

あ
っ

て
､

数
式
に

つ

い

て

は
､

常
に

花

種
類
の

財
を

考
に

入

れ

る
｡

璽
周
に

見
る

よ

う
に

､

横
軸
O g

に

第
二

財
､

縦
軸
抑

に

第
二

財
の

購
入

量
を

測
る

｡

甲
上

に
､

第
一

財
配
給
量
に

等
し

く
仰

首

戊

と

る
｡

言
通
る

晋
垂

線
を
■

写
す
る

｡

滑
安
着
は

､

先

ず
､

2

配
給
量
O g

を

配
給
償
格
で

買
う

｡

残
り

の

購
買
力

で
､

自
由
市
場

に

お

い

て
､

第
一

第
二

の

二

種
類
の

財
を

､

市
場
償
椿
で

買
う

｡

∨
ハ

▲

ハ
/

第 一 取

K

HO

平
皿

を

新
し
い

座
標
軸

と
み

な
せ

ば
､

自
由

市
場

で

の

購
入

量
は

､

鮎
月

の

座
標
に

よ
っ

て

典
え

ら
れ

る
｡

.
濠
昇
級
A

は
､

自
由

市
場
に

お

け
る

二

財
の

債

椿
と

､

良
由
市
場
に

お

け

る

購
買
力
と
に

よ
っ

て

決

ま
る

｡

貨
幣
所
得
β

の

う

ち
､

配
給
量
を

琴
フ

た

冶

に
､

恕
哩

が

支
出
さ

れ

て

い

る

か

ら
､

自
由
市
場
で

の

購
買
力
は

､

仏

I
h

ぎ

で

あ
る

｡

自
由
市

場
で

の

支
出
合
計
は

､

h

甘
で

あ

り
､

自
由
市
場
に

お

け

る

収
支
均
等

式
は

､

-
恕
笥

リ

レ

甘

(

こ

と

怒
る

｡

こ

の

式
か

ら

分
る

よ
ゝ

}

忙
､

自
由
市
場
で

の

購
入

量
を

ゝ

ユ ー
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橋
■
静

養

第
三

十

八

葛

各
三

放

す
れ

ば
､

今
迄
と

同
じ

く
､

只
Q

＋
苧

寧
H

)

が

均
衡
鮎
と

な
る

｡

し
か

し

茸
際
に

は
､

選
揮
尺

度
Ⅰ

が

尺
度
Ⅱ

に

襲
わ

る

た

め

に
､

?
十
ゝ

笥
(

N

)

舛

旦
耐

の

と

き
の

､

現

賓
の

均
衡
鮎
は

､

史
学
十

字

撃
H

I

)

で

あ

る
｡

こ

の

こ

と

を

表
現

す
る

た

め

に
､

滑

費
者
が

比

較
時
鮎
に

お

い

弟 二 恥

タグ
十 仙

#
十d
プ

′ 仰

野
十ム工十

ダ
十

柳 ･J )

紙 十d か
才､

十d
g

一 )々

K K
`

如 十紳
/

β( て十
才･p ･J )

〃 〃
′

八一ご 十
ゲ･ク)

て
､

.
慣
や

に

尺

度
Ⅰ

に

従
っ

て

行
動
し

た

な

ら

ば
､

今
迄
と

同

じ

財
貨
組
合
せ

を

買
い

､

尺

度

Ⅰ

に

つ

い

て

同

一

の

生

活

水

準

を

維
持
し

た

で

ハ

U

･

あ
ろ

う
､

と
い

ぅ
意
味
で

､

｢

比

較
時
鮎
に

お

け

る

滑

費
者
ほ

､

尺

度
Ⅰ

に

つ

い

て

今

迄
と

同

位
の

鮎
を

選

び

得
る
+

又
は

､

｢

生

活

水

準
は

､

尺
度
Ⅰ

に

つ

い

て
､

可

能
性
に

お

い

て

不

愛
で

あ

る
+

と
い

う

表

現

を

用

い

る
｡

又
､

此

較
時
鮎
の

貨
幣
所
得
Q

＋
ゝ
缶

が
､

脚
式
の

値
よ

ケ

も

大

き
け

れ

ば
､

第
二

囲
に

見
る

よ

う

に
､

ゝ
(

』

＋
苧

も

よ

り

も

上

に

あ

る

濠

算
線
の

上
で

均
衡
鮎
が

き

ま

る
｡

二

つ

の

敦

算
線

が

平

行
に

な

る

の

は
､

自
由
市
場
償
蒋
を

不

撃
と

前
提
し
.

て

い

る

か

ら

で

あ

る
｡

こ

の

と

き
､

滑
費
者
は

､

尺

度
Ⅰ

に

つ

い

て
､

基

準
時
鮎
均
衡
鮎
よ

り

も

上

位
の

鮎

只
?
十

』

守
十

竿
十

合
-

p
I

)

を

選
び

得
る

立

場
に

あ

る

が
､

箕
際
に

は
､

選
揮
尺

度
が

欒
化

す
る

た

め

に
､

共
学
十
』

守
十

竿
十

合
-

字

Ⅰ

Ⅰ

)

を

選
ぶ

｡

こ

の

と

き
､

｢

此

較
時

鮎
に

お

け

る

滑

費
者
は

､

尺

度
Ⅰ

に

つ

い

て

今
迄
よ

り

も

上

位
の

鮎
を

選
び

得
る
+

､

又

は
､

｢

生

活

水

準
は

､

尺

度
Ⅰ

に

っ

い

て

可

能
性
に

お

い

て

上

昇
し

た
+

と

呼
ぶ

こ

と
に

す
る

｡

こ

の

よ

う
に

し
て

､

次
の

結
果
を

得
る

｡

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

【

命
題
1
】

み
が

零
な

ら

ば
､

比

較
時
鮎
に

お

け

る

滑
費
者
は

､

?
十

』
屯

∨
(

N

)

舛
8

串

の

と

き
､

尺
度
Ⅰ

に

つ

い

て

基

準
時
鮎

均
衡
鮎
よ

り

も

上

位
の

鮎
を

選
び

得
る

｡

斗
』

箭
(

N

)

糾
㊦

諒

の

と
き

､

尺

度
Ⅰ

に

つ

い

て

基
準
時
願

均
衡
鮎
と

同

位
の

鮎
を

選
び

得
る

｡

?
十
』

入
(

N

)

舛
8

轟

の

と

き

は
､

尺

度
Ⅰ

に

つ

い

て

基
準

時

鮎
均
衡
鮎
よ

り
も

下

位
の

鮎
を

選
び

得
る

に

止

ま
る

｡

こ

の

よ

う
に

､

尺

度
Ⅰ

に

よ

る

判

定
が

､

可

能
性
に

お

け

る

判

倉上卓

▼
叫

J

聖 ;

臥
_ 山 _



ナ

)

定
に

止

ま
る

の

に

封
し
て

､

尺

度
Ⅱ

に

よ

る

判
定
は

､

現
賓
に

お

け

る

上

下
の

関
係
を

示

す
｡

即
ち

､

第
二

圃
に

お

い

て
､

尺
度
Ⅰ
･

Ⅱ

が

同

じ
で

な
い

か

ぎ

り
､

b
(

白

＋

ぎ

ゃ

H

H

)

は
､

由
(

臼

＋
苧

寧

J

H

)

よ

り

も
､

尺
度
Ⅱ

の

上

で

上

位
に

あ

る
｡

従
っ

て
､

次
の

結

果
を

得
る

｡

る
｡

こ

の

よ

う
に

し

て
､

命
題
1

･

2

か

ら

次
の

二

つ

の

命
題
を

得
る

｡

【

命
題
2
】

み
が

零
な

ら
ば

､

缶

＋
』
缶

…
川
(

N

)

舛
8

諭

の

と
き

､

比

較
時
鮎
均
衡

鮎
は

､

基
準

時
鮎
均
衡
鮎
に

此

し
て

､

尺
度
Ⅲ

の

上

で

上

位
に

あ

る
｡

缶

＋
』
屯

<
(

N

)

舛
8

轟

の

と
き

は

不

明
｡

今

度
は

､

以

上
に

得
た

二

つ

の

命
題
に

お

い

て
､

基
準
時
鮎
と

比

較
時
鮎
と

を

入

れ

か

え
て

み

る
｡

基
準

･

比

較
の

言
葉
が

入

れ

欒
わ

る

と

同

時
に

､

尺

度
Ⅰ
･

Ⅲ

が

入

れ

襲

わ

る
｡

又
､

?

け

缶

＋
』

♪

b

什

§

＋
』
白

〉

哩

什

哩

＋

合
-

心

付
屯

＋

含

が

入

れ

襲
わ

り
､

物
式
に

襲
っ

て
､

次
の

式
の

値
が

問
題
と

な
る

｡

l

▲ぷ
〉

(

臼

＋
』
b

＋

合
)

＋

如
叫

哩

(

い

)

配
給
償
樽
崎

＋

含
〉

配
給
量
哩

＋

合
で

あ
っ

た

も
の

が
､

そ

れ

ぞ

れ
､

ヴ
･

y
に

欒
化
し

､

し
か

も
､

全

購
入

量
を
§

＋
』
臼

＋
哩

＋

合

に

保
つ

た

め
に

は
､

川
式
の

大
き

さ

だ

け
の

貨
幣
所
得
を

必

要
と

9

す
る

｡

た

ゞ

し
､

自
由
市
場
償
椿
p
に

は

欒
化

な

し

と

考
え
て

い

【

命
題
3
】

み
が

零
な

ら

ば
､

基
準

時
鮎
に

お

け

る

治
安
者
は

､

缶

∨
(

い

)

如
8

諒

の

と

き
､

.
尺

度
Ⅲ

に

つ

い

て

比

較
時

鮎
均
衡

鮎
よ

り

も
上

位
の

鮎
を

選
び

得
る

｡

屯

=
(

い
)

舛
8

轟

の

と

き
､

尺

度
Ⅱ

に

つ

い

て

比

較
時
鮎
均
衡

鮎
と

同

位
の

鮎
を

選
び

得
る

｡

実
ハ

(

山

)

舛
8

諭

の
.
と

き

は
､

尺
度
Ⅲ

に

つ

い

て

比

較
時
鮎
均

衡
鮎
よ

り

も

下

位
の

鮎
を

選
び

得
る

に

止
ま

る
｡

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

【

命
蓮
4
】

み
が

春
な

ら

ば
､

他

…
川

(

山

)

舛
8

諒

の

と

き
､

基
準
時
鮎
均
衡
鮎
は

､

比

較
時
鮎

均
衡
鮎
に

此
し

て
､

尺

度
Ⅰ

の

上

で

上

位
に

あ
る

｡

缶

<
(

い

)

知
内

工
掛

の

と

ぅ
は

不

明
｡

こ

の

よ

う
に

､

命
題
3
･

4

で

は
､

尺

度
Ⅰ

に

よ

る

判
定
が

､

現

賓
の

上

下

関
係
を

示
し

､

尺

度
Ⅲ

に

ょ

る

判
定
は

可

能
性
に

お

け

る

判

定
に

止

ま

る
｡

こ

の

鮎
､

命
題
1

･

2

と

逆
に

な
っ

て

い

る
｡

2 J ∂

算
数
生

計

費
持

の

性
格



01

一

橋
.

論

叢
一

第
三

十

第
三

競

次
に

､

配
給
償
椿
と

配
給
量
の

ほ

か

に
､

自

由
市
場
償
格
も

愛

化
す
る

場
合
を

考
え
る

｡

滑
費
者
が

､

今
迄
と

同
一

の

財
貨
組

合

せ

を

買

う
た

め

に

は
､

新
し
い

配
給
債
樽
崎

＋

含

で
､

哩

＋

合

を

買
い

､

新
し
い

市
場
償
格

匂

＋
』

匂

で
､

臼

-

合

だ

け

買
わ

な

け
れ

ば

な

ら

な
い

か

ら
､

叫

甘
＋

合
)

(

臼

一

合
)

＋

h
(

屯

＋

含
)

(

唱

＋

合
)

(

こ

だ

け

の

貨
幣
所
得
を

必

要
と

す
る

｡

し
か

し
､

今
度
は

自
由
市
場

償
椿
が

欒
化
し

て

い

ろ
か

ら
､

こ

れ

だ

け

の

貨
幣
所
得

が

あ

れ

ば
､

た

と

え

治
安
者
が

尺

度
Ⅰ

に

従
っ

て

行
動
す
る

と

し
て

も
､

従
来
通
り

の

財
貨
組
合
せ

を

買
う
こ

と

を

止

め
､

尺
度
Ⅰ

に

つ

い

て

基
準
時
鮎
財
貨
組
合
せ

よ

り

も

上

位
の

組
合
せ

を

購
入

す
る

こ

と
が

で

き
る

｡

固

形
で

言
え
ば

､

第
三

国
に

お

い

て
､

基
準
時

鮎
均
衡
鮎
を

通

り
､

比

較
時
鮎
償
格
の

も

と
で

の

濠
算
線
ゝ
(

臼

＋
ぎ

匂

＋

合
)

が
､

?
十
』
恥

=
(

古

舛
角

工
軌

に

封
應
す
る

換
算

線
で

あ

る
｡

比

較
時
鮎

に

お

け

る

滑
安
着
が

､

尺
度
Ⅰ

に

従
っ

て

行
動
す
る

と

候
定

す
れ

ば
､

基
準
時
鮎
均
衡

鮎

兵
学
十

ぎ

勺

こ
)

を

捨
て

ゝ

､

只
守
十

字

℃

＋
』

や

H
)

を

取
る

｡

し
か

し

貴
際
に

は
､

比

較
時
鮎
に

お

け

る

選
揮
尺

度
ほ

､

尺
度
Ⅰ

で

は

な

く

て

尺

度
Ⅱ

で

あ

る

た

め
､

現

第 三 園

Y て

.
K /く

ヽ

ヽ

､

モ㌣
r 十

仰 叩'

〟 〃
`

A ( て 十g ･♪
＋
咋) A( ㍗グ′β

1

資
に

滑
費
者
が

紺

選
ぷ

鮎

は
､

b

(

白

＋
苧
七

＋

合
､

I

H

)

で

あ

る
｡

屯

＋
』
q

が
､

糾

式
の

値
よ

り

も

大
き

い

場
合
に

も
､

同
じ

ょ

う

に

論

ず
る

こ

と

一

が

で

き

る
｡

こ

0

の

よ

う

に

し

て
､

次
の

結
果
を

得
る

｡

【

命

題
5
】

比

較
時
鮎
に

お

け
る

滑
費
者
は

､

恥

＋
』
鴨

Ⅳ
(

古

舛
8

諭

の

と

き
､

尺
度
Ⅰ

に

つ

い

で

基
準
時
鮎

均
衡
鮎
よ

り

も

上

位
の

鮎
を

選
び

得
る

｡

屯

＋
』
缶

<
(

与

鮨
8

南

の

と

き

は

不

明
｡

次
に

､

命
題
2

を

導
き

出
す
と

き
の

論
法
と

同
じ

く
､

第
三

国

に

お

け

る
L

叉
臼

＋
ぎ

七

＋

合
-

H

H
)

は
､

尺
度
Ⅱ

に

つ

い

て
L

只
白

＋
苧

や
Ⅰ
)

よ

り

も

上

値
に

あ

る
｡

凝
っ

て
､

次
の

鯖
果
を

得
る

｡

一

♪



出

【

命
恵
6
】

恥

＋
』
缶

…

川
(

士

別
8

諒

の

と

き
､

比

較

時

鮎

均

衡

鮎
は

基
準
時
鮎
均
衡
鮎
に

此

し

て

尺
度
Ⅱ

の

上
で

上

位
に

あ
る

｡

缶

＋
』
缶

∧
(

与

舛
8

諭

の

と
き

は

不

明
｡

命
題
2

･

6

を

比

較
す
れ

ば
､

こ

の

命
題
に

つ

い

て

は
､

み
が

零
の

場
合
を

特
別

扱
い

に

す
る

必

要
は

な
い

こ

と
が

分
る

｡

し

か

し
､

命
題
1

･

5

に

つ

い

て

は
､

勿
が

零
の

と
き

に

は
､

一

般
の

場
合
よ

り

も

詳
し
い

知
識
を

得
る

こ

と

が

で

き

卑
｡

･

命
題
5
･

6

で
､

基
準
時
鮎

･

比

較
時
鮎
を

入
れ

襲
え

る

と
､

購
入

量
を

臼

＋
』
む

＋
q

＋

合
に

保
つ

た

め
の

貨
幣
所
得

､

h
甘
(

臼

＋
』
む

＋

合
)

＋
h

ぎ

.

(

こ
(

(

い

)

■什

選
一

し

を

用
い

て
､

次
の

二

つ

の

命
題
を

得
る

｡

【

命
舞
7
】

基
準
時
鮎
に

お

け
る

滑
費
者
は

､

b

Ⅳ
(

い
)

糾
8

諭

の

と
き

､

尺
度
Ⅱ

に

つ

い

て

此

較
時
鮎
均
衡

鮎
よ

り

も

上

位
の

駐
を

選
び

得
る

｡

b

∧
(

い
)

舛
㊦

轟

の

と

き

は

不

明
｡

【

命

題
8
】

缶

Ⅳ
(

h

)

舛
8

諭

の

と

き
､

基

準
時
鮎
均
衡
鮎
は

､

此

較
時
鮎
均
衡
鮎
に

此

し
て

､

尺

度
Ⅰ

の

上

で

上

位
に

あ

る
｡

n

<
(

山

)

舛
㊦

諒

の

と

き
は

不
明

｡

以

上
で

､

八
つ

の

命
題
を

得
た

が
､

そ

の

う
ち

､

命
題
2

と

命

､

.

賓
裁
生

計

費
■胡
数
･
の

也
准

題
4

と

は
､

濁
立
の

意
味
を

失
う

｡

又

命
題
1

は

命
題
5

の
､

命

題
3

は

命
題
7

の

樽
別

な

場
合
で

あ

り
､

命
題
7
･

8

は
､

命
題

5
･

6

に

お

け
る

時
鮎
を

入
れ

か

え

る

こ

と

に

よ
っ

て

得
ら
れ

る
｡

従
っ

て
､

基
本
に

な
る

軒

の

は
､

命
題
5

･

6

で

あ
る

｡

こ

の

命
題
5
･

6

に

お

い

て
､

y
･

勿
を

零
と

お

け

ば
､

前
掲
拙
論

に

お

け
る

(

語
意
)

∨
(

恕
き
)

の

場
合
に

辟

す

る
｡

同

じ

よ

う
に

し
て

､

命
題
7
･

8

は
､

(

空
き
)

∨
(

き
き
)

の

場
合
に

蹄
す
る
･｡

.こ

れ

は
､

川
式
及
び

､

缶

＋
』
Q

=

h
バ

匂

＋

合
)

(

白

＋
』

且
＋
山

六
崎

＋

含
)

(

璧

＋

合
)

(

か

)

を

用
い

､

p
･

∬

を
､

p l

･

れ
､

匂

＋

合
､

臼

＋
』
白

を

卵
･

哉

と

書
き

襲
え

れ

ば

簡
単
に

分
る

｡

ま

た
､

前

掲
拙
論
の

記
兢
を

用
い

れ

ば
､

ラ

ス

パ

･
イ

レ

ス

算
式

は
､

(

浮
き
)

＼

(

空
白
-

)

で

あ

る
｡

こ

れ

と
､

命
題
5
･

6

と

を

比

較
し

て
､

貴
教
生

計
費
に

お

け

る

ラ

ス

パ

イ

レ

ス

算
式
と

し

て
､

(

古
舛
8

轟
小
包

即
ち

､

ト

t-

筐
(

ご

h
甘
』

＋
h

ぎ

を

定
義
す
る

｡

同
じ

ょ

う
に

､

従
来
の

パ

ー

シ

ェ

算
式

(

佃

竜
N

)

＼

ぴ
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二襲

･

別
さ

れ
､

命
題
1
■
0

に

よ
っ

て
､

内

肌
勺

の

場
合
と

､

由

∨

や
の

場

合
が

直
別

さ

れ

る
｡

こ

れ

ら

を

組
合

わ

せ

て

四
つ

の

場
合
が

生

ず

る
｡

こ

の

鮎
に

つ

い

て

の

詳
し

い

こ

と

は
､

■
前
掲
拙
論
に

砂

ず

り
､

結
果

を

示
せ

ば
､

次
の

よ

う

に

な

る
｡

【

命
題
11
】

由

Ⅳ
ト

}

由

∨

勺

な

ら

ば
､

基
準
時
鮎
か

ら

比

較
時

鮎
へ

移
る

.
と

き
､

渦
費
者
の

生

活

水

準
は

､

尺

度
Ⅰ

に

つ

い

て

は

■

可
能
性
に

お

い

て
､

尺
度
Ⅲ

に

つ

い

て

は

現

茸
に

上

昇
し
た

｡

た

だ
､

勿
が

零
の

と

き
に

､

由
=

■
ト

な

ら

ば
､

生

活
水

準
は

尺
度
Ⅰ

に

つ

い

て
､

可
能
性
に

お

い

て

不

愛
で

あ

る
｡

【

命
恵
12
】

内

<
ト

一

向

帆
勺

な

ら

ば
､

同
じ

く

基
準
時
鮎
か

ら

比

較
時
鮎
へ

移
る

と

き
､

滑

費
者
の

生

活
水

準
は

､

尺

度
Ⅰ

に

つ

い

て

は

現
賓
に

､

尺

度
Ⅱ

に

つ

い

て

は

可
能
性
に

お

い

て

下

降
し

た
｡

た
ゞ

､

み
が

零
の

と

き
に

､

由

=

勺

な

ら
ば

､

生

活

水

準
は

尺
度
Ⅲ

に

つ

い

て
､

可
能
性
に

お

い

て

不

襲
で

あ
る

｡

題
･

ム
･

P

の

大
小

関
係
に

つ

い

て

生

ず
る

､

残
り
の

二

つ

の

場
合
に

は
､

生

活
水

準
の

攣
他
に

つ

い

て
､

は
っ

き

り

し

た

事
を

言
う
こ

と
が

で

き

な
い

｡

な
お

､

茸
際
に

生

計
費
指

数
を

用
い

る

と
き

､

場
合
に

よ
っ

て

･′1 3

は
､

貨
幣
所
得
額
の

欒
化
を

､

一
ひ

と

ま

ず
考
慮
の

外
に

お

き
､

償

格
の

欒
動
が

生

活
水

準
に

ど
の

よ

う
な

欒
化

を

輿
え

た
か

を

考
え

る

こ

と
が

あ
る

｡

こ

の

と

き

に

は
､

貨
幣
所
得
額
の

欒
化

量
加

を

零
と
お

き
､

例
式
の

ぶ

ほ

1

に

等
し
い

と

考
え
て

い

る
｡

命
題
9

･

1 0

及
び

､

命
題
1 1

･

1 2

に

お

い

て
､

内

=
-

′
と

す
れ

ば
､

ム

又
は

ア

の

値
が

､

1

よ

り

大
で

あ

る

か
､

小

で

あ

る

か

に

よ
っ

て
､

生

活
水

準
の

欒
化

を

判
定
し

得
る

こ

と

に

な

る
｡

生

活
水

準
の

欒
化
を

判
定
す
る

た

め
の

基

準
と

し
て

､

従
爽
の

ラ

ス

パ

イ
レ

ス

及
び
パ

ー

シ

ェ

の

算
式
を

理

論
的
に

損
張
し
て

､

の
･

㈱
の

二

つ

の

式
を

得
た

が
､

賓
際
に

計

算
さ

れ

て
lt ､

る

算
数

生

計
費
指
数
の

算
式
は

､

こ

れ

ら
の

い

ず
れ

と

も
一

致
し

な
い

｡

絶
理

府
統
計
局
の

滑
費
着

物
慣
指

数
は

､

そ

の

算
式
に

つ

い

て

見

る

か

ぎ
り

､

次
の

三

つ

の

時
期
に

霞
別

さ

れ

る
｡

(

絶
理

府

統
計
局

､

滑

費
賓
態
調

査

報

告
､

昭

和
二

十

七

年
七

月

分
､

三

五

頁
-
四

〇

頁
､

《

資

料
》

滑

費
着

物

償

指
数
改

正
の

概

要
)

H

昭

和
二

十
一

年
八

月
か

ら

同
二

十
四

年
八

月

ま

で
｡

フ

ィ

ッ

シ

ャ

ー

の

｢

理

想
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羊三 表 昭 和 2 6 年 3 月 ･ 9 月 ちお け る全都 市1 世帯
･

号

賢一こ㌻ 雷 り1 カ 月間の 配給品 の 償椿及 び購入数量
折

ゝ /∴

昭 和 26 年 3 月 l 同 9 月

3 81 6
1

;

4 .8 0

整去資 世 帯数 3 8 1 6

堅…二督 1 鹿背骨り人 員 4
.
3 7

∴璽
〝 〝 有菜人 員 1 .3 7 1 `4 2

.
■
墓 治安支 出金 額 1 3 5男 1 4 1 2 9

■‾ゐ 治安支 出以 外 の 支出( 租税 ･ 貯 蓄な ど) の 金 額 2 0 2 2

溜 滑 費 支出 の う ち食 料費 7 5 1 9

2 0 7 0

7 8 4 1
†

1一 食料真 の う ち主 食 2 8 1 9 2 9 55

償格 購入 数量 支 出金 額
J レ･

主

食

内

.
詳

食

証 .

位

賓料

点急ヲ

棉 米完配冨

押 葬 芙配霊

慣棒 購 入数量 支 出金 額
囲 k g 鳳

5 1 .5 0 2 5 .0 8 12 9 1
.7 8 6 1 .9 9 18 .7 8 1 1 6 3 .6 4

8 1 .9 5 4 .9 1 4 0 2 .3 6 93 . 01 6 .6 6 6 1 9 .8 6

k g

4 0 .0 0 6 .1 0 2 4 4 .0 9 4 7 .6 2 4
.1 7 1 9 8 .7 3･

5 5 .0 5 0 .3 0 1 6 .5 0 4 8 .5 0 0 .6 8 3 2 .8 1

小 蓼 粉 票配霊
k g･

4 2 .5 0 1 .5 6 6 6 .1 9 4 8 .5 1 1 .1 1 53 .8 0

4 5 .7 2 0 .0 4 1 .7 8 47 .9 6 0 .1 1 5 .1 3

生 う ど々票配冨

'

(1 0 0 匁)
9 .6 5 1 3 .0 4 1 25 .7 8 1 0 .3 4 8 .7 9 9 0 .8 3 甘

1 4 .1 1 0 .5 4 7 .5 5 1 3 .3 0 0 .27 3 .6 5

干う どふ霊配芸
(1 00 匁)

1 9 .2 7 1 .6 9 3 2 .5 3 2 2 .0 3 2
.7 8 6 1 .3 2

2 5 .5 1 0 .2 2 5 .5 8 2 3 .7 5 0
.6 2 1 4 .6 9

レ

1 9 .43 ∂
.2 9 1 6 0 .9 7 ヽ J

食 パ ン 票配芸
費の うち 配

■
給

(1 0 0 匁)
17 .2 3 1 2 .4 0 2 1 3 .6 5

2 5 .5 0 0
.
2 7 6 .8 1 25 .1 0 0

.
3 5 8 .8 7

(1 0 匁)
3 .1 9 3 2 .7 8 1 0 4 .5 2 4 .25 1 6 .4 8 7 0 .0 4

の 白砂 糖 罪 配 給 8 .2 3 0 .3 8 3 .1 4 臥8 0 0 .6 6 5 .8 2

清栄 ･ 神葬 ･ 小安粉 の 贋格 は ･
1 キ ロ

`

グ ラ ム 馨 り
･ 生う どん ･ 干う どん

･ 食パ ン の 風格 ･ 教皇の 畢
ほ 1 0 0 丸 白砂糖に つ い てI ま 1 0 匁
: 楷墾府疏計局 . 洞賀賓態調査年報 . 昭和 2 6 年
p ･

1 8
･ 幕 2 表 ･ 主要生活用品 の 平均贋蕗及び 1 世帯菖ウ l カ 月間の 購入数皇 と支出金額 ( 全都市)

p ･ 弘 第4 表 . 都市 別 1 世 帯 苦 り 1 カ 月間 の平均支出金額 (全都市)

I
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ヶ

(畢位 : 贋祐一囲, 教皇 ナ k g ) 1さ…

1 月 2 月 子 月 4 月 5 月 6 月
′ノ

､れ

ミ

慣椿 数量
･

一

●

) l去き

慣 棟 数 量 慣椿 数量 慣椿 数量 慣椿 教 皇 債 樽 数量

･ }
配 給

園 k g

5 1
.
4 0 1 9 .2 0 5 1 .5 0 2 0 .7 5 5 1

.
5 0 2 5 .0 8 5 1 .5 0 2 0 .2 5 5 1 .42 2 1 .5 6 5 1 .4 4 19 .9 9 橋

非配給

配
ノ

給

76 .4 1 4 .0 7 8 P .03 5 .
1 8 8 1 .9 5 4 .9 1 8 4 .8 1 5 .5 7 8 4 .1 9 6 .

0 5 8 6 .0 3 5 .92 静
.
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-
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廃

霊芝芸票≡ ′二
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…表

.■ノ‾了軍

l 7 月 8 月 9 月 1 0 月 i l l 月

慣椿 数量 償蒋 数量 償格 数量 償椿 数量 償樽 数量

51 .48 1 9 .3 2 6 1 .7 2 2 0 .0 3 6 1 .9 9 1 8
.
7 8 6 2 .0 0 2 1 .1 6 6 2 .0 0 2 1 .77

非 配給

苛料 :

の カ

8 8
.
9 0 6 .5 2 9 2 .4 9 6 .7 2 9 3

.
0 1 6

.
6 6 9 4 .47 7 .4 9 9 1 .3 4 7 .7 6 8 7 .4 4 8 .6 6 巷
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,
E

,
E/ E の 値

( 全 都市)

内

八

▲
臼

ヰ
呵

茸
教
生

計

費
指
徴
の

性

准

(

トJ

ヰゝ

)

g l O O (g 十 方)-
C ･ア ･ ′ 慧詣島屋塞

年 月

g l O O( E ÷ g )

ぴ ･∫霊芸詣
年 月一議塞

1 64 .8 1 5 1 .4 1 08 .9･･

1 3 1 .4 1 3 8 .4 9 4 .9

1 4 9 .2 1 4 1 .6 10 5 .5.
1 5 3 .4 1 4 6 .5 1 0 4 .7

1 5 2 .8 1 4 9 .3 1 0 2 . ふ

1 5 3 .9 1 5 4 .1 9 9 .9

1 5 4 .5 1 4 8 .4 1 0 4 .1

1 5 8
.
2 1 4 8 .8 1 0 6 .3･.

1 5 9 .2 1 5 8
.6 1 0 0

.4_
1 6 4 .0 15 8 .2 1 03 ふ

1 6 9 .0 1 5 4 .6 1 09 . ふ

1 7 7 .7 15 6 .0 1 1 3 . 少

25 4 .8 16 2 .8 1 5 6 .5 ､

昭 和2 6

年平均

1 月

2 月

3 月

4 月

5 月

6 月

7 月

8 月

9 月.
1 0 月

1 1 月

1 2 月

1 3 7 .5 12 8
.
4 10 7 .1

1 2 8 .0 1 3 5 .5 9 4 .5

1 30 .8 1 2 9 .8 1 0 0 .8

1 3 2 .6 1 2 7 .7 1 03 .8

1 3 5 .5 1 2 4 .2 1 0 9 .1

1 3 0 .5 1 2 6 .3 1 0 3 .3

昭 和25

年平均

1 月

2 月

3 月

.
4 月

5 月

1 2 月 l 1 9 0 .5 1 3 2 .7 1 4 3
.6

g l

C . ク.∫

1 00 .0 1 0 0 . 0 10 0 . 0

1 3 7 .4 1 4 0 .2 9 8 .0

1 3 7 .8 1 3 6 .8 1 0 0
.
7

1 4 1 .3 1 3 1 .4 1 07 .5

1 8 2 .8 13 4 .0 13 6 .4

昭 和2 3

年平 均
昭 和2 4

年 9 月
1 0 月

-
1 1 月

1 2 月

茸科 : 絶壁府統計局臍賀賓破調査年報 昭和 26 年
解説 ･ p ･ 4 第 ⅠⅠ 表･ 支出金宅宙巨数と賓質支出金兢指数 ( 全都市)
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｢

一

つ

い

て

も
､

そ

れ

ぞ

れ

の

支

出
金

額
の

比

率
に

よ

ゥ

て

ウ
エ

ー

ト

を
つ

け

て

い

る
｡

こ

れ

は
､

従
来
の

賓
効
償

格

に

ょ

る

方

法

で

は
､

た

と

え
､

償
格
に

愛
化
が

な

く
も

､

配
給
量
及
び

ヤ
､

､

､

購
入

量
の

相
封
的
な

大

き

さ

の

牽
化
に

よ

っ

七
､

賓
叔
債
棒
が

襲
化

す
る

の

で
､

こ

れ

を

避
け

る

た

め

で

あ
っ

た
｡

(

前
掲

､

総
理

府

統

計
尽

､

滑

費

賓
協

調

査

報
昔

､

昭

和
二

十
七

年
七

月
分

､

■《

資
料
》

三

十

七

頁
)

こ

の

論
文
の

記
競
で

書
け
ば

､

償
椿
攣
化

率
は

甘
＋
心

も
す

及
び

(

屯

＋

含
)

＼

勾

で

あ

り
､

基
準
時
鮎
の

支
出
金

額
は

七
日

及
び

墨

で

あ

る

か

ら
､

第
三

の

時
期
の

算
数
生

計
費
指
数
の

算
式
を
必

で

示

す
と

､

こ

の

式
は

､

ヒ
N

は
F
･

馬
＋

中
瀬

は
F
･

臥

垣

崎

h

甘
＋
h

ぎ

と

な

り
､

こ

れ

を

欒
形
し
て

､

お

T
ト
=

ト
ヒ
ミ

(

号
畳
-
(

言

古
〕

(

邑

Q

と

な

る
｡

ほ

じ

め

か

ら

配
給
制
の

行
わ

れ

て

い

な
い

財
に

つ

い

て

は
､

こ

の

式
の

右
遽
の

封
應
項
は

零
と

な
る

｡

従
っ

て
､

問
題
と

な
る
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は
､

配
給
制
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行
わ

れ
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い
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財
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の
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と
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合
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十
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で

あ

り
､

し

か

も
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前
線
に

よ

り
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良
由
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場
償
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配
給
償
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よ
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高
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か

ら
､

あ

る

財
の

配
給
量
増
加
分
和

が
､

正

で

あ

る

か

負
で

あ

る

か

に

よ
っ

て
､

1 6

右
退
の

う

ち
､

そ

の

財
に

封
應
す
る

項
の

正

負
が

決
ま
る
｡

特
別
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場
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て

､

基
準
時
鮎
と

比
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鮎
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､

す
べ

て
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財
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封
す
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配
給
量
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欒
化
し

な

け
れ

ば
､

合
口
○

上

な
っ

て
､

転
=
ト

を

得
る

｡

ま

た
､

こ

ゝ

に
､

配
給

量
檜

加

分
軸
と

言
う
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は
､

前
年
又
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前
月
に

比

較
し

て
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増
加
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な

く
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基
準
年
と

し

て

の

昭

和

b
岨

｢

‖

‖

叫
(

匂

＋

合
)

R

＋

叫
(

Q
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合
)

哩

心
℃

白
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ぎ
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得
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｡

こ

れ

と
､

の
の

エ

と
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求
め
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と
､
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数
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費
楷
敦
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十
六

年
に
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較
し

て

の

増
加
分
で

あ
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｡

こ
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は
､

一

般
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償
格
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値
が

､

基

準
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較
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年
々

又
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慣
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高
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す
も
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で

あ
っ

て
†

現
在
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償
格
と

､

前
年
又

▲ワ
一

ほ

前
月
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償
格
と
■

の

関
係
は

､

基
準

時
鮎
の

償

格
を

仲

介
に

し
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第大 麦 全都市 一 世帯嘗 り
一 年間 の 釆類 の 購入 数量と そ の 債椿

与

昭和2 6 年 昭 和2 7 年 昭和2 8 年 ･昭 和2 9 年 昭和3 0 年

配

さ

償 樟

数 量

55 .2 圃 6 1 ,2 6 7 ･0 7 4 ･5 7 5 ･4

3 0 7 .4 9 k g 3 09 .2 6 3 0 8 ･5 2 2 9 7 ･2 7 28 5 ･7 6

給

し
非

配

支 出金額 1 6 9 8 9 圃 1 8 9 3 1 2 0 69 0 2 2 0 4 9 2 1 47 9 ･

償 稗 8 8 .0 拭 9 1 .6 1 08 ･0 1 1 2 ･0 98 ･5

飯 豊 糾 .9 6 k g 1 21 .42 ■1 3 2 ･9 6 1 4 8 ･0 6 16 3 ･2 8

給

′支

茸

ゝ -

転
_

支出金額 7 47 5 圃 1 11 7 1 1 4 2 16 1 6 4 2 3 15 8 9 3

出金額 合計 2 4 46 3 圃 3 0 1 0 2 3 4 9 0 6 3 8 4 72 ･ 3 7 3 7 1

: 経理府統 計局 . 消費賢窓調査年執 昭和 2 6 年 ･ p ･ 弘 第 ほ ･ 主要生温用品お よび 同種生酒

用品類の 1 世帯苦 り 1 年間の 購 入数量 と支出金額 ( 全都市)

′ 同上 昭和 2 7 年. p ･
1 B O ･ 弟 1 2 表 ･ 同上

′ 豪計調査年報
慧慧晶箸ぷ諾

･

1篭蒜宗
･

購雲量芸苧芸孟蓋嘉慧雷雲
均贋祐 ( 全都市)

′ 同上 昭和 釦 各 p ･
1 吼 第 1 $ 表･ 同上

忠君∂
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鮎

に
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て

は
､

な
お

考
慮

す
べ

き

事
が

残
さ

れ

て

い

る
｡
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第
六

表
は

､

昭

和
二

十

六

年
以

後
の

､

米
類
の

一

世
帯

嘗
り

一

年
間
の

配
給
量
と

自
由
購
入

量
及
び

そ

の

慣
椿

を
不

し

た

も
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で

あ
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｡

(

こ

の

表

に

お

け

る

昭

和
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六

年
一

カ

年
の

屈
給
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は
､

第
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別
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､
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第
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に
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ば
､
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和
三

十

年
に

つ
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は
､
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間
の
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勿
は

､

N

∞

と
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よ
○

ご
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巳
宗
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で

あ

る

か

ら
､

月

平
均
で
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､
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-
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伽
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村
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と

な

る
｡

昭

和
三

十
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の

配
給
償
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自
由
慣
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と
の

差
へ

､

右
に

得
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勿
の

催
を

乗
ず
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と
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-

き
.

∞

-

国

を

得
､

こ

れ

と
､

第
一

義
に

お

け

る
､

基

準
時

鮎
(

昭

和
二

十
六

年
)

の

滑
費
支
出
金
療
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の

値
-

£
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囲
(

家

計

調

査

年
報

､

昭

和

三

十

年
､

八

十

八

頁
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と
の

此
を

百

倍
し

て
､

-
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.

N

加

を

得
る

｡

従
っ

て
､

第
七

表
に

示
さ

れ

た
､

昭

和
三

十

年
の

組
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数
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い

て

は
､

必
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諾
と
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値
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の
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は

､

-
〇

･

ぷ

と

な
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､

必
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方
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エ

よ

り

僅
か

に
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い
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､
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無
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し

得
る

｡

食
料
費
だ

け
を

と
っ

た

場
合

､

及
び

食
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費
の

ぅ
ち
の

主

食
だ

け
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と
っ

た

場
合
の

計
算
を

､

第
八

表
に

示

し
て

即
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■

ぉ

い

た
｡

い

ず
れ
に

つ

い

て

も
､

由
和
三

十

年
に

関

す

る

か

ぎ

箕
激
卦

卦
費
相
恩
の

懲
希

.号

募 七表 昭 和 2 6 年以 後 の 年平均 M 及 び E の 値 ( 全 都市)

昭和3 0 年昭和2 9 年昭 和2 8 年昭 和27 年昭 和2 6 年

1 1 7 .8

1 6 5 .5

1 1 9 .1

1 6 0 .
2

11 1 .9

1 5 0 .0

1 1 5 .0

1 25 .7

1 0 0 ,0

1 0 0 .0

1 15 .4

1 4 6 .5

1 1 9
. 0

1 4 7 .2

1 1 0 .0

1 3 7 .8

1 0 3
.8

1 1 6 .9

1 0 0 .
0

1 0 0 .0

必

親 合一
且

∬

食料費
且

1 2 8
.
0

1 4 0 .
2

13 1 .3

1 4 5 .0

1 2 1 .4

1 3 6 .3

1 0 ウニ9

1 2 3 .5

1 0 0 .0

1 0 0 .0

必
主 食

且

資料 : 且オ l王絶理府統計 見 褒詞調査年弓軋 昭和 8 0 年 . p . 1 9 2 . 参考表 ,
8 表滑尊者物質抵教一

申分教則 ( 全都市)
g l王同 上 p . 8 8 . 第 1 1 表 , 品日分類に よ る全世帯平均1 カ 月間 の滑費安 田金額か ら計算
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す
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に
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l 第∧ 表 昭 和 3 0 年に つ い て の ∬ - ム の 値 .･還
∠ダ〔( p ＋ 勿 卜 ( 叶 J 甘)〕 =

- 41 ･ 飢
ノ̀■
箋･_

物 償 指数値 支 出金 額 指数 支 出金 額 必 _ エ =
ニ弐望 L

l

㌻;覇
β β

‾- 一存

妄 必 ガ

線 合 1 1 7 .8 1 65 .5

一

･.
市

1

…………≡ 三;…… 蔓
′覇食料費 11 5 -4 1 46 .5

主 食 1 2 8 .0 1 40 .2

琳 ‥

琵三言…謹選 態 慧諾
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